
 

 

 

《本件に関するお問い合わせ》 

肥後銀行 地域振興部 

担当：平道 

電話：096-326-8609 

 

 

 

2024年 3月 18日 

 

地方創生に資する取り組みにかかる地方創生担当大臣からの表彰について 

当行は、内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議より、地方創生に資する金融機関等の「特徴的

な取組事例」として認定を受け、表彰されましたのでお知らせいたします。 

当行は今後も、さまざまな取り組みを通じて、地域の発展に積極的に貢献してまいります。 

記 

１．地方創生に資する金融機関等の「特徴的な取組事例」について 

  内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議が、全国の金融機関等の地方創生に向けた取り組みの

うち、地方公共団体等と連携している事例や先駆性のある事例を「特徴的な取組事例」として認定し、

公表しています。今回、当行の事例は、2023年度に全国から報告された約 1,052件の事例の中から選

ばれた 16事例の一つとして選定されました。 

 

２．本表彰における評価ポイント 

令和 2年 7月豪雨により被災した球磨川流域を対象に、地域の 10年後を見据えた「地域共創流域治

水」を解決策とし、災害後に於いても安心・安全に住み続けられ、豊かな環境と若者が残り集う持続

的な地域の実現を目指す産官学金連携の取り組みについて、幹事機関として参画する当行が、地方創

生の先導的な事例として認められたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【オンライン表彰式の様子】（2024年 3月 14日（木）、KFGビルにて） 

  

 

【具体的な取組内容】 

・2021年、熊本県立大学・熊本県・当行が幹事機関となり、民間企業・大学等 25者とのパートナ

ーシップによる地域の社会課題解決や地域経済の発展を目的とした、自律的・持続的な地域産学

官共創拠点を設立。 

・主に産業化に関する分野において、スタディツアーの企画・販売、「くまもと雨庭パートナーシ

ップ」設立支援、プランター型雨庭の開発販売、地域小水力発電所設置支援、IOT ベンチャー・

木材活用ベンチャー起業支援等を推進。 

・本取り組みを通じて周辺自治体との関係が強化されたことにより、自治体の脱炭素への取組強化

支援、それに伴う再生可能エネルギー関連施設への資金対応を実施。 

左から自見内閣府特命担当大臣、笠原頭取 当行地域振興部と記念写真 


